
令和４年度
子育て講演会のご案内

事業担当者の願い
母親にとって子育てに対するパートナー（夫）の理解と
支えは重要です。竹原先生には令和３年度も夫のうつや
子育て支援についてご講義いただき、大変好評でした。
令和４年度も竹原先生を講師にお招きし、昨年度の
内容も振り返りながら、新しい知見や、コロナ禍にある
子産み・子育てに関してのお話も含めてご講演いただく
ことになりました。子育て中の方、子育てを応援したい
方、子育て支援に興味のある方は是非、ご参加くだ
さい。

聴講
無料

令和4年 ７月23日（土）
オンライン会議システム「zoom」にて開催
13：00～15：00 （12：45～ Zoomオープン）

【講師プロフィール】

竹原 健二 氏
2008年（平成20年）筑波大学大学院
博士課程修了。母子保健および国際
保健の疫学・公衆衛生が専門。妊産婦
およびそのパートナーである父親のメン
タルヘルスや、父親の家事・育児に関
する研究を複数手がける。現在、厚生
労働省の父親支援に関する研究班の
研究代表者を担当。

長岡崇徳大学
N A G A O K A   S U T O K U   U N I V E R S I T Y

子育て支援事業｜TEL.0258-46-6666
kosodate@sutoku-u.ac.jp

子育てにおける
父親の役割と

父親の産後うつについて

国立成育医療研究センター 政策科学研究部 部長

 kosodate@sutoku-u.ac.jp
申込は
コチラ

講 師：竹原 健二 氏

後 援

主催・お問合せ

にいがた周産期メンタルヘルス研究会

●記載事項／
　氏名、連絡先（電話番号、メールアドレス等）
　所属・職種
●申込締切／令和４年7月15日（金）17時まで
●後日、URLあるいはID、
　パスコード（パスワード）をお送りします。

申込み方法：　  メールにてお申込みください


